



～第 1学年 ｢ひき算｣の実践を通 して～
信近 和弘*










































(｢とる｣操作 と ｢減る｣数学言語 との
結びつき)
第2時で扱 う.数学用語 ｢ひく｣を正 し





















合 う時,数を意識 したペア学習 ｢さんす う
のおはなし｣をさせるようにする｡まず,
挿絵は他の要素をなるべく抜いた状態で提




する 話 ･操作 ･思考を一体としてとらえ
























































す る｡ (知識 ･理解)
(3)指導計画
第一次
第 1時 数図ブロックを操作 し,残 りの
数を求める場面 (求残)を理解
する｡･･････- (本時)






第 4･5時 ひき界のカー ドを使って,
ひき第について習熟する0






第 9時 具体的な場面をひき弟の式 に
表すことや,逆にひき算の式か
ら具体的な場面をよむ ことで














る｣, ｢食べ る｣,｢使 う｣な どの吉葉 と
｢とる｣操作から,数が ｢減る｣数学言
語とい う共通点を統合 しやすくする｡













多 くの求残場面にふれ させ て操作軒勅



















































































































































































































っきりさせ, 3枚 目の挿絵で結果を示 し
た｡そ うすることで,どの求残場面でも,
｢帰る｣,｢食べる｣,｢使 う｣などの言典
と ｢とる｣操作から,数が ｢減る (数学
言語)｣という共通点に統合させるように
した｡
T (板書の ｢帰る｣,｢食べる｣,｢使 う｣








C ｢帰る｣も ｢食べる｣も ｢使 う｣も数
が ｢減る｣ことで大丈夫d
T そ うだね｡今 日のお話は数が ｢減る｣
お詣だったし. 1枚 目の絵 と3枚 目の

































































































































す う1J啓林館 平成 22年
(平成 24年 9月 28日受理)
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